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は じ め に

米 の 生産調整 を 目 的 と し ， 1987 年 か ら 水 田 農業確立

対策が実施 さ れ， 飼料作物， ダ イ ズ， ム ギ が水回 に 導入

さ れ， ダイ ズ の 作付面積 は 急激 に 増加 し 全 国 で 16 万 ha

に 達 し た 。 し か し ， 1992 年 頃 か ら 作付面積 は 減 少 傾 向

を た ど り ， 1993 年 の 冷害 に よ り 転作が緩和 さ れ た 1994

年 は 6 万 ha に ま で減少 し た 。 こ の よ う に ， ダ イ ス 栽培

は 水 回 転 作 の 動 向 に 大 き く 左右 さ れ て き た 。 2000 年 か

ら は 水田営農対策が打 ち 出 さ れ， 水田本作 と し て ダイ ズ

作や麦作 を推進 し ， 水 田 の 高度利用 と 経営の安定化 を 図

る 施策が と ら れて い る 。

ダイ ズ の安定的 な 生産 を 可能 と す る た め に は， 品質向

上， 多収 の た め の栽培管理， 収穫調整技術の 高度化， 高

品質 ・ 高収量品種， 病害 ・ 虫害抵抗性品種の育種が必要

と さ れ る 。 ま た ， 品質の低下 と 減収 を 招 く 原因 と し て ，

虫害 に 起因 す る こ と が非常 に 多 い。 西 日 本で は ， 食葉性

害虫 の ハ ス モ ン ヨ ト ウ と 子実吸汁性害虫 の カ メ ム シ類 に

よ る 被害が甚大で あ る 。 今後， ダ イ ズ の 栽培面積の増加

に 伴 い， こ れ ら 害虫の被害防止対策 を講ず る 必要性 は ま

す ま す高 ま っ て く る 。

ダイ ズ を加害す る カ メ ム シ類 は 30 種以上 に も の ぼ る 。

そ の う ち 子実 を 吸汁 す る 代表的 な 種 は， カ メ ム シ科の イ

チ モ ン ジ カ メ ム シ Piezodorus hybneri と へ リ カ メ ム シ

科 の ホ ソ へ リ カ メ ム シ Rかtonus clavatus の 2 種 で あ

る 。 こ こ で は ， イ チ モ ン ジ カ メ ム シ と ホ ソ へ リ カ メ ム シ

に つ い て ， ダイ ズ畑 を 中心 に し た 発生生態 を 紹介 す る と

と も に ， 卵寄生蜂 を使 っ た 防除の 試み に つ い て 紹介 し た

し ' 0

I 近年の発生動向

佐賀県， 大分 県， 宮崎県 で や や 発生 が 多 く ， 1 994 年 は

佐賀 県 と 長崎県で発生が多 か っ た 。 少発生 で あ っ た の が

1993 年， 1997 年， 1999 年 で あ っ た 。 気 象 要 因 と ダ イ ズ

を加害す る カ メ ム シ類の発生 と の 関係 は 明 ら か で は な い

が， 発生が多 か っ た 1994 年 の 6 月 か ら 8 月 に か け て の

気象の特徴 は ， 梅雨が短 く ， 7 月 と 8 月 は 太平洋高気圧

の勢力が強 く 安定 し た 夏型 の 気圧配置が続 き ， 記録的 な

猛暑 で あ っ た 。 こ れ に 対 し ， 少発生 で あ っ た 1993 年 は ，

梅雨入 り が早 く ， 梅雨明 け は 定 ま ら ず， 7 月 と 8 月 は 低

温， 多雨， 日 照不足 の 年 で あ っ た 。 同 じ く 少発生であ っ

た 1997 年 は 台 風 の 早 い t陸 に よ る 大 雨 と 梅雨 明 け 後 の

天候が不順 な 年 で あ り ， 1999 年 は 多 雨 寡照 の 年 で あ っ

た 。 以上 の こ と か ら ， 夏 に 高温多照で少雨の 年 に は 発生

が多 く な り ， 雨が多 く 日 照が不足す る 年 に は 発生 は 少 な

く な る と 考 え ら れ る 。

北陸地域 で は 1999 年， 2000 年 と 夏期 の 極端 な 高 温 と

多照， 少雨の気象が 2 か年連続 し た 。 北 陸地域 は ダ イ ズ

の栽培間積 が 少 な か っ た こ と も あ り ， 1 992 年 に 福 井 県

での報告 が あ る が ( 山 崎 ・ 井上， 1993) ， カ メ ム シ 類 の

多発事例 は 希 で あ る 。 し か し ， 1999 年 は 福 井 県 で カ メ

ム シ類の加害が原因で， 収穫期 に な っ て も 爽 は 扇 平 の ま

ま で茎葉が青 々 と し て 落葉 し な い い わ ゆ る 「青立 ち 」 が

見 ら れ， 富 山 県 で も 発生面積が増加 し た 。 2000 年 は 発

生面積， 発生密度 と も に 確 実 に 増加傾 向 に あ り ， 福 井

県， 石川 県， 富 山 県 で局地的 に 多発生 し ， 防除対策 の確

立が急務 と さ れて い る 。

E 発 生 生 態

1 イ チ モ ン ジ カ メ ム シ

イ チ モ ン ジ カ メ ム シ は成虫 で越冬す る (小林， 1979) 。

具体的 な越冬場所 に つ い て は ， ス ス キ の根際 (石倉 ら ，

ダ イ ズ栽培 に お い て カ メ ム シ類の加害が問題 と な る の 1955) ， ツ ツ ジ， ウ パ メ ガ シ の 落葉下 ( 河野， 1991 ) で

は 主 に西 日 本 で あ り ， 1991 年 か ら の 1 0 年間で西 日 本全 越冬 し て い る 成虫 を 発見 し た と い う 報告 が あ る の み で，

体 を 概観 し 発生が平年 よ り 多 い と さ れ た の は 1991 年 と こ れ ら の場所が主 た る 越冬場所で あ る か ど う か は疑問で

1994 年であ る 。 あ る 。 九州、| で は ， 越冬 を終了 し た 成虫 は 4 月 中 旬頃か ら

九州 で の カ メ ム シ 類 の 発生状況 を 見 る と ， 1991 年 は 産卵 を 開始 し ， 5 月 下旬 頃 ま で生存す る と 考 え ら れ る 。

Occurrence and Conlrol of Stink Bugs Attacking Soybeans. 
By H iroya I-II<;UCII I 

( キ ー ワ ー ド : ダ イ ズ， イ チ モ ン ジ カ メ ム シ， ホ ソ へ リ カ メ ム
シ， 卵寄生虫車， 集合 フ ェ ロ モ ン )
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春 に 産卵や摂食 の た め に 利用 す る 寄主植物 と し て ， シ ロ

ク ロ ー パ で 1 世代 を 経過 す る 可能性が指摘 さ れ て お り

(伊藤， 1983) ， ま た ， 兵庫 県 で 5 月 下旬 か ら 6 月 上旬 に

か け て レ ン ゲ， ア カ ク ロ ー ノ ，\'， シ ロ ク ロ ー パ で幼虫 の 生
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か ら 60 卵前後 ま で と 変動 が大 き い。 夏 ダ イ ズ 畑 で の 産

卵消長は成虫の発生消長 と 一致 し ， 爽伸長期か ら 子実肥

大期 ま で連続 し て 産卵が見 ら れ る 。

カ メ ム シ類の個体群制御要因 と し て ， 卵寄生蜂の働 き

が 重 要 で あ る こ と が 指 摘 さ れ て い る ( 高 須 ・ 広 瀬，

1985) 。 イ チ モ ン ジ カ メ ム シ の ダ イ ズ 畑 で の 卵 期 の 死亡

要 因 を 調査 し た と こ ろ ， ク ロ タ マ コー パ チ 科 の 卵 寄 生 蜂

Telenomus lriþtus の寄生が卵期 の 最 大 の 死亡 要 因 と な

っ て い た 。 1989 年か ら 1991 年 の 3 年 間 の 調査で， ダ イ

ズ 畑 に 産下 さ れた イ チ モ ン ジ カ メ ム シ の 卵 に 対 す る T.

triþtus の 寄生率 は 60�90% に も 達 し ， イ チ モ ン ジ カ メ

ム シ の ふ化 を 抑制 し た 。 T. lriþtus に よ る 寄生 は ， 寄 主

の卵塊サ イ ズ に か か わ ら ず高 率 で あ り ， 卵塊 を 単位 と し

て “all or none" 的 な 死亡要因 と し て働 い て い る 。 さ ら

に ， ダイ ズ畑の 開花期 に イ チ モ ン ジ カ メ ム シ が最初 に 飛

来 し産下 し た 卵塊 だ け が寄生 を 免れ る こ と か ら ， イ チ モ

ン ジ カ メ ム シ が ダ イ ズ 畑 に 飛来 し 産卵 を 開始 す る と ， そ

の直後 に 卵寄生蜂 も ダ イ ズ 畑 に 侵入 し 寄生 を 開始す る も

の と 考 え ら れ る 。

夏 ダイ ズ 畑 での イ チ モ ン ジ カ メ ム シ幼虫各齢の 発生消

長 は ， 1 山 型 と な っ て 推 移 す る ( 図 2) 。 こ れ は ダ イ ズ

畑 に 最初 に 産下 さ れ た 卵 塊 の み が卵寄生蜂 の 寄生 を 免

れ， ふ 化 し た か ら で あ る 。 幼 虫 各 齢 の 齢 別 期 間 生存 率

は， 1 齢が 65%， 2 齢が 82%， 3 齢以 降 は 90%以上 と な

り ， 1 年間 だ け の調査結果 で あ り 断定 的 な 結論 は 下 せ な

い が， ダイ ズ畑 で は イ チ モ ン ジ カ メ ム シ の幼虫密度 に 大

近年の カ メ ム シ類の発生動向 と 防除対策

息 が確認 さ れて い る (河野， 1991 ) 。

こ こ で は ， 九州| で調査 し た 夏 ダイ ズ畑で の イ チ モ ン ジ

カ メ ム シ の発生生態 に つ い て 紹 介 す る 。

九州 の ダ イ ズ は ， 感温性の 高 い 夏 ダ イ ズ と 感光性の 高

い秋 ダ イ ズ の二 つ の 生態型品種 に 分 り ら れ る 。 夏 ダ イ ズ

は 4 月 下旬 に 播種 し ， 6 月 下旬 か ら 開花期 を む か え ， 7 

月 上旬 か ら 英伸長期， 7 月 中旬 か ら 子実肥大期 と な り 8

月 に収穫す る 。 秋 ダ イ ズ は 7 月 上旬 に 播種， 8 月 下旬 か

ら 開花期， 9 月 上旬 か ら 英伸長期， 9 月 中 旬 か ら 子 実肥

大期 と な り 1 1 月 上旬 に 収穫 す る の が一般 的 で あ る 。 子

実収量 は特 に 夏 ダ イ ズ に お い て カ メ ム シ類の加害 に左右

さ れ る (異儀回 ・ 岩田， 1979) 0 

夏 ダ イ ズ畑での発生 は ， 開花期 か ら 爽伸長期の初期 に

か け て 成虫が飛来侵入す る こ と か ら 始 ま る 。 最初 に ダ イ

ズ 畑 に 飛来侵入 し て く る 雌成虫の大部分 は， 既交尾で成

熟卵 を有す る 産卵可能 な個体で あ り ， 侵入 と 同 時 に 産卵

が行わ れ る 。 爽伸長期 に は い る と ほ ぼ同 時 に 成虫 の個体

数 は 急激 に 増加 し ， 収穫期 ま で成虫が生息す る (図一1 ) 。

成虫 の株当 た り 密度 は 多 く て も 1 . 5 頭前後 で あ り ， 2 頭

を 越 え る こ と は な い 。

標識再捕法 に よ り 求 め た 夏 ダ イ ズ畑での イ チ モ ン ジ カ

メ ム シ 成 虫 の 滞在 日 数 は 2 . 9�4 . 8 日 と 推 定 さ れ た 。 す

な わ ち ， 成虫 は ダイ ズ畑 に 侵入 し 数 日 で分散す る と い う

非常 に 活発 な移動 を 行 っ て い る も の と 考 え ら れ る 。

イ チ モ ン ジ カ メ ム シ は卵塊で産卵 す る 。 卵塊当 た り の

卵数 (卵塊 サ イ ズ) は 平 均 で 20 卵 前後 で あ る が， 2 卵
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図 - 1 夏 ダ イ ズ畑での イ チ モ ン ジ カ メ ム シ成虫の密度推移 と ダイ ズ の 生育段階

見取 り 法で調査 F : 開花期， 13 : 爽伸長期. s : 子実肥大期.
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図 ー 2 夏 ダ イ ズ畑での イ チ モ ン ジ カ メ ム シ幼虫の密度推移

と ダ イ ズ の 生育段階 ( 1 990)
見取 り 法 で調査， F : 開花WJ， p : 爽伸長期j， S : 子実
肥大期.

き な影響 を 与 え る よ う な特定の天敵 は 存在 し な い と 考 え

ら れ る 。

越冬世代成虫 の産卵 の ピ ー ク 時期 を起点 に ， 九州 での

年開発生 回 数 を 推定 し た と こ ろ 4 回 で あ っ た 。 8 月 下旬

の産卵 に起因す る 第 4 世代 の成虫 は 日 長 の 関係か ら 羽化

し で も 卵巣 は 発達せ ず生殖休眠の状態 に な り ， 越冬場所

へ移動 し て い く も の と 考 え ら れ る 。 ま た ， 第 3 世代 ま で

の成虫 も 9 月 下旬 ま で生 き 残 っ た も の は卵巣の発育が停

止 し ， 越冬す る と 推察 さ れ る 。

2 ホ ソ へ リ カ メ ム シ

ホ ソ へ リ カ メ ム シ も 成虫 で越 冬 す る (小林， 1979) 。

越冬 し て い る 成虫 は， ダ イ ズ畑の近 く に あ る ク ヌ ギ， コ

ナ ラ な どの雑木林の落葉下で確認 さ れ て お り ， 晩秋 に ダ

イ ズ畑か ら 近 く の雑木林 に 移動 し越冬す る と 考 え ら れ る

(河野， 1991 ) 。 近畿地方 で越冬成虫が出現す る の が 4 月

下旬 で あ り ( 夏 原， 1985) ， エ ノ キ な ど の 新葉 (夏原，

1985) ， レ ン ゲ， ア カ ク ロ ー ノ T， シ ロ ク ロ ー ノ f な ど の マ

メ 科植物 に 飛来 し 吸汁 す る ( 河野， 1991 ) 。 春 に 1 世代

を 経過す る 寄主植物 と し て シ ロ ク ロ ー パが考 え ら れて い

る が， ま だ検討 の 余地 が あ る (伊藤， 1982) 。 兵 庫 県 と

京都府で， 越冬成虫 に よ る 産卵が認め ら れ る の は 5 月 中

旬 以 降 か ら で あ る ( 沼 田 ， 1985 : 河野， 1989) 。 越冬成

虫 は 8 月 頃 ま で生 存 す る も の も あ り (河野， 1989) ， 第

1 世代成虫 と と も に ダ イ ズ畑 に 飛来 し 産卵 す る 可能性 も

高 い。

兵庫県で見取 り 法 に よ り 秋 ダ イ ズ での 発生消長が調査

さ れ て い る (河野 ら ， 1986) 0 7 月 下 旬 か ら 8 月 上旬 に

成虫の初飛来 が あ り ， 飛来 し た 成虫 は す ぐ に産卵す る 。

収穫期 ま で成 虫 は 生息 し ， 1 0 月 に 入 り 越冬地へ の 飛来

に 伴 っ て 密度 は低下す る 。 成 虫 の 移動性 は 高 く ， ダ イ ズ

畑内 外へ の 出 入 り も 激 し い (松井， 1982) 。 産 卵 を 開始

し た 雌成虫 も 飛淘能力 が 高 く (伊藤， 1984) ， 餌 と し て

好適 な ダ イ ズ に も 長 く 滞在 す る こ と は な く ， 産卵の た め

に寄主植物聞 を頻繁 に 移動 す る ( 夏原， 1 985) 。

年間の発生 回 数 は 地域 に よ っ て 相違が見 ら れ る が， 兵

庫 県 の 調 査 で は ， 年 3 回 の 発 生 で あ る (河野， 1989) 。

成虫 の 寿命が長 い こ と か ら ， 第 2 世代 の成虫 も 越冬 す る

可能性 も 考 え ら れ る 。

ホ ソ へ リ カ メ ム シ の卵寄生蜂 と し て 5 種が確認 さ れて

い る (野 田 ， 1989) 。 寄生率 は 地域 に よ っ て 異 な り ， 福

岡 市 の 調 査 で は カ メ ム シ タ マ ゴ ト ビ コ パ チ Ooenのrtus

nezarae が (高 須 ・ 広 瀬， 1985) ， 茨城 県 で は へ リ カ メ

ク ロ タ マ コ9 パ チ Gryon japonicum が優 占 種 と な っ て い

る (野田， 1989) 。

皿 防 除 対 策

カ メ ム シ類の防除 に 関 し て は ， 薬剤防除 に依存 し て い

る の が現状で あ る 。 薬剤 の 散布回数 を 少 な く し 防除効果

を 高 め る た め に は ， 子実肥大期が重要 で あ り ， 子実肥大

初期以 降 の 2 回散 布 で か な り の 防除効果 を 期 待 で き る

(寺本 ・ 永井， 1983) 。 実際 に 高 い 防除効果 を 得 る た め に

は， 子実肥大初期 を 中 心 に 前後 1 0 日 間 隔 で， 爽伸長初

期か ら 子実肥大後期 ま での 聞 に 3 回防除す る 必要 が あ る

(河野 ・ 山根， 1987) 。

ホ ソ へ リ カ メ ム シ で は ， 雄成虫が放出 す る フ ェ ロ モ ン

に雌雄成虫 ( N lIMATA et al . .  1 990) と 2 齢幼虫 (LEAL et 

a l . ，  1995) が誘引 さ れ る 。 雄成虫 に 雌だ け で な く 雄 と 幼

虫が誘引 さ れ る こ と か ら ， こ の フ ェ ロ モ ン は 集 合 フ ェ ロ

モ ン と 考 え ら れ て い る o こ の 集 合 フ ェ ロ モ ン は 同 定 さ

れ， 3 成分の混合物か ら 構成 さ れ て い る こ と が明 ら か に

さ れた (LEAL et a l . ， 1995) 。 こ の 3 成分 の う ち の 1 成分

(E) -2-hexenyl ( Z) -3-hexenoate (以 下 E 2 HZ 3 H )  

は， 単独で は 天敵であ る 卵寄生蜂 カ メ ム シ タ マ ゴ ト ピ コ

パ チ の み を 誘 引 し ， ホ ソ へ リ カ メ ム シ を 誘 引 し な い

(MIZUTAN I  et a l . ， 1 997) 。 そ こ で， こ の E 2 HZ 3 H を ダ

イ ズ畑 に 処理 し ， 卵寄生蜂の 密度 と ホ ソ へ リ カ メ ム シ卵

に対す る 寄生率 を 高 め ， ホ ソ へ リ カ メ ム シ を 防除 し よ う

と い う 試み が な さ れて い る (水谷 ら ， 1999) 0 E 2 HZ 3 1-1  
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を処理 し た ダイ ズ 畑 で は ， カ メ ム シ タ マ ゴ ト ビ コ パチ が

通常の飛来時期 よ り 早 く 侵入 す る 傾向 が認め ら れ， 密度

も 高 く な っ た 。 し か し ， カ メ ム シ タ マ ゴ ト ピ コ パ チ の ホ

ソ へ リ カ メ ム シ 卵 に 対 す る 寄生 率 は ， E 2  HZ 3 H を 処

理 し な か っ た ダ イ ズ 畑 の 寄生率 と 有意 な 差 は 認 め ら れ

ず， E 2 HZ 3 H を 処理 し た ダ イ ズ 畑 で カ メ ム シ タ マ ゴ

ト ピ コ パチ の 寄生率 を 高 め る こ と は で き な か っ た 。 水谷

ら ( 1999) は， 寄生率が高 ま ら な か っ た 原因 の ー っ と し

て ， 誘引 さ れた 雌蜂 の 数が寄生率 を 高 め る に は十分でな

か っ た こ と を 挙 げて い る 。 さ ら に ， 卵寄生蜂 に 対 し て 誘

引 作用 を 持 つ 集合 フ ェ ロ モ ン は ， 卵寄生蜂が寄主 を探索

す る 際 に ， 寄主 で あ る カ メ ム シ の卵 と 直接結 びつ く 情報

で は な し 寄主の存在す る 可能性 の 高 い場所 を 示す手が

か り と し て の情報で あ り ， ダ イ ズ株 に 到達 し た 雌蜂 は ，

寄主卵 と 直接結 びつ く 別 の情報 を 利 用 し て い る 可能性 を

指摘 し て い る 。

お わ り に

カ メ ム シ類 は 移動性が高 く ， ダ イ ズ畑での 生息期間 は

開花期か ら 収穫期頃 ま で と 長 く ， し か も ダ イ ズ畑で産卵

す る こ と か ら ， 各齢の幼虫 も 混在 し ， 成虫 の み な ら ず幼

虫 の加害 も 無視す る こ と がで き な い。 こ の よ う な害虫 を

薬剤で防除す る 場合 に は ， 散布回数 を 多 く す る か， 残効

性 の 高 い薬剤 を 使用 す る 必要 が あ る 。

こ の よ う な難防除害虫 で あ る カ メ ム シ 類 に対 し ， カ メ

ム シ の放出 す る フ ェ ロ モ ン の l 成分で天敵で あ る 卵寄生

蜂の行動 を 制御 し ， カ メ ム シ を 防除 し よ う と い う 防除技

術の今後の展開 に 期待 し た い。
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